
  

 

目 標 

（主務大臣が法人に指示） 

評 価 軸 

(目標設定の際に目標となれば主務大臣が法人に指示) 
目標・指標の設定と評価 

主務大臣は、できるだけ「アウトカム」と関

連させた目標を設定。 

具体的には、 

 

 

 

 

 

等、それぞれの研究開発の特性に応じて目標を

設定。 

主務大臣が目標ごとにあらかじめ評価軸を

提示。 

その際、研究開発の特性と多様性に鑑み、以

下のような観点から提示。 

 

 

 主務大臣が目標、評価軸に関連した各種の指

標を設定。 

 

★アウトカム目標に関し、定量的水準・観点、

定性的観点の双方を適切に勘案。 

★指標に関しても、定量性、定性性の双方を

勘案。 

★法人のミッション、個別目標等に応じて、

適切な評価軸を設定（左欄の【主要な評価

軸の例】から取捨選択するイメージ）。 

★設定された諸評価軸を用いて、多面的な観

点等から総合的に評価した結果を評定に反

映。 

★研究開発成果及び業務運営の状況について

評価する際には、例示を参考に各評定に当

てはめる。 

★評定に至った根拠、理由等をわかりやすく

記述する。 

 

◆具体的な達成水準を定める目標 

◆課題の解決などアウトカム創出への貢

献を目指す目標 

◆ハイリスク・ハイリターンに挑戦する

ような目標 

◆新たな領域開拓等目指すべき方向性を

示すような目標 

◆橋渡し研究について資金受入れを示す

ような目標 

【主要な評価軸の例】 

 

<成果創出の観点> 

▼科学的・技術的観点 

▼社会的・経済的観点 

▼国際的観点 

▼時間的観点 

 

 

<業務運営（マネジメント）の観点> 

▼長の資質（リーダーシップ） 

▼資源配分、体制、適正性 等 

研究開発に係る事務及び事業に関する目標・評価軸・指標 
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研究開発に係る事務及び事業に関する目標・評価軸・指標
のイメージ（例） 

課題解決・貢
献型の目標 

ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲﾘ
ﾀｰﾝへ挑戦
型の目標 

達成型
の目標 

評 

価 

軸
Ａ 

成果・取組の科学的意義
（独創性、革新性、先導
性、発展性等)が十分に
大きなものであるか 

成果・取組が期待
された時期に適切
な形で創出・実施
されているか 

革新的技術シーズを事業
化へ繋ぐ成果の橋渡し、
成果の社会実装に至る取
組が十分であるか 

成果・取組が技術的
課題その他に大きな
インパクトをもたらす
可能性があるものか 

挑戦の結果失敗したとしても、
予期せざる波及効果等があ
るか、失敗を次に生かすた
めの方策が図られているか 

研究開発の体制・実施
方策が妥当であるか 

期待される成果・取組がコス
ト・リスクに見合っているか 

成果・取組が国の方
針や社会のニーズと
適合しているか 

成果・取組が国際
的な水準等に照ら
して十分大きな意
義があるものか 

定
量
的
観
点 

定
性
的
観
点 

定
性
的
観
点 

定
量
的
観
点 

定
量
的
観
点 

定
性
的
観
点 

・性能基準 
・達成時期 

・技術水準 

･資材の高騰 
・新素材の出現 

・論文被引用度 
・著名誌掲載数 

･国際動向 

・研究者・ 
 支援者数 

・受託研究金額 

・人材交流数 

・研究開発費 
 自己負担率 

・特許出願件数 

･社会の評判 

･政策的観点 
 からの評価 

･評価時点で 
 の国際水準 

・共同研究件数 

･効果的な橋 
 渡しの工夫 

･具体的な取組 
 事例 

・社会的価値 
・将来的価値 ･具体的な 

 ｲﾝﾊﾟｸﾄ 

･独創性・革新性 

･失敗の原因分析 
･予期せざる成果 

・投入コスト 
・経済波及効果 

･社会的価値 
･国際的意義 

･人材獲得・ 
 育成戦略 

･連携･協力 
 戦略 

・諸政策課題指 
 標（ｴﾈﾙｷﾞｰ､ 
 環境､健康･･･) 

内閣府 
（科技・ｲﾉﾍﾞ
担当）案 
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